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 （注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載を

省略しております。 

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。 

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額は、潜在株式がないため記載しておりません。 

  

 当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について重要な

変更はありません。 

 また、主要な関係会社における異動もありません。 

第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次 
第100期 

第３四半期 
連結累計期間 

第101期 
第３四半期 
連結累計期間 

第100期 

会計期間 

自平成23年 
４月１日 

至平成23年 
12月31日 

自平成24年 
４月１日 

至平成24年 
12月31日 

自平成23年 
４月１日 

至平成24年 
３月31日 

売上高（千円）  84,807,175  86,548,686  111,162,782

経常利益（千円）  2,986,659  2,996,580  3,518,087

四半期（当期）純利益（千円）  1,521,312  1,649,050  1,856,111

四半期包括利益又は包括利益 

（千円） 
 1,223,550  1,907,217  2,001,111

純資産額（千円）  23,461,280  25,767,517  24,238,792

総資産額（千円）  53,498,825  56,098,258  51,470,283

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円） 
 181.12  196.34  220.98

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円） 
 －  －  －

自己資本比率（％）  43.8  45.9  47.1

回次 
第100期 

第３四半期 
連結会計期間 

第101期 
第３四半期 
連結会計期間 

会計期間 

自平成23年 
10月１日 

至平成23年 
12月31日 

自平成24年 
10月１日 

至平成24年 
12月31日 

１株当たり四半期純利益金額

（円） 
 77.47  67.96

２【事業の内容】
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 当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。 

 また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。 

 該当事項はありません。 

（１）業績の状況 

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、震災復興需要を背景として緩やかな回復傾向にありつつ

も、欧州政府債務問題や中国など新興国の成長鈍化による世界経済停滞化で、先行き不透明な状況が続きまし

た。 

繊維業界におきましても、依然として改善されないデフレ状況、雇用情勢、所得環境のなか消費者マインドの

停滞傾向は払拭されず、厳しい環境下で低調に推移しました。 

このような状況の下、当社グループは、中期経営計画「NEW YAGI 120」の２年目にあたり、重点施策である

「海外市場の開拓」「川下志向」「機能強化」「人材育成と社内インフラの整備」を進めております。原料、テ

キスタイル、繊維二次製品の各部門におきまして、高付加価値商品の開発や優良取引先との取り組み強化に注力

するとともに、引き続きチャイナプラスワンの開発を進めており、その一環として設立・出資した生産拠点を含

め供給体制の強化を図っております。  

この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は86,548,686千円（前年同期比2.1％増）、営業利益は

2,879,738千円（前年同期比9.8％減）、経常利益は2,996,580千円（前年同期比％0.3増）、四半期純利益は

1,649,050千円（前年同期比8.4％増）となりました。 

  

         事業セグメントの業績は、次のとおりであります。 

  

［繊維セグメント］ 

 当第３四半期連結累計期間における繊維セグメントの部門別の経営成績等は、次のとおりであります。 

＜原料部門＞  

         原料部門では、天然繊維分野・合成繊維分野ともに、衣料用途において長期化していた円高の影響により繊維

二次製品輸入へのシフトに歯止めがかからず、糸の使用量が低迷し、国内産地の冷え込みが深刻化しておりま

す。資材用途においても、中国製の安価な高機能糸商品の品質が向上してきており、苦戦を強いられておりま

す。 

     このような状況の下、当社グループは優良取引先との取り組みを深め、高強力糸などの高付加価値商品の拡販

に注力するとともに、生産集約化により加工効率を高めロスの削減に努めてまいりました。 

この結果、原料部門は売上高13,901,278千円（前年同期比5.5％減）となりました。 

＜テキスタイル部門＞ 

テキスタイル部門では、原料部門と同様、加速する繊維二次製品輸入へのシフトの影響を受け、活気を欠いた

商況が続きました。また目先の受注が多くても継続するヒット商品が現れず、厳しい環境下で低調に推移しまし

た。 

このような状況の下、当社グループは、機能素材のほか天然素材のオリジナル商品も含め拡販を推し進めてま

いりました。また中心的な販売戦略である「テキスタイル・プロジェクト」では、人員体制を強化し素材企画力

を向上させ、顧客の要望にきめ細かく対応するとともに商品差別化に努めてまいりました。  

この結果、テキスタイル部門は売上高10,897,864千円（前年同期比6.5％減）となりました。 

第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

２【経営上の重要な契約等】

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】
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＜繊維二次製品部門＞ 

繊維二次製品部門では、11月に入っても寒くならず冬物商品の店頭での動きが遅れ苦戦を強いられました。ま

た店頭価格を上げられない一方で、生産面では中国の人件費増加などによるコストアップが続き収益確保に苦し

む状況が続いております。 

このような状況の下、当社グループは、優良取引先との取り組み深耕に尽力するほか、積極的にＯＤＭ（企画

段階から請け負い、製造、供給する）生産を推進するなど競争力強化に努めてまいりました。また、利益率を確

保できる商売の見極め、見直しを行うとともに、顧客の新規開拓にも注力しております。 

さらに、生産体制においてチャイナプラスワンの海外拠点を有効に活用し安定供給を図るとともに、中期経営

計画に基づき、中国市場での販売やブランドビジネスを推し進めております。 

この結果、繊維二次製品部門は売上高59,461,359千円（前年同期比5.9％増）となりました。 

  

［不動産セグメント］ 

 当第３四半期連結累計期間における不動産セグメントは売上高216,609千円（前年同期比3.4％減）となりまし

た。  

（２）事業上及び財務上の対処すべき課題 

 当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について、重要な変更及び新たに生じた

課題はありません。 

（３）研究開発活動 

 当第３四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は27,401千円であります。 

 なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。 
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①【株式の総数】 

②【発行済株式】 

該当事項はありません。  

  

該当事項はありません。  

 該当事項はありません。 

  

 当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。 

  

第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

種類 発行可能株式総数（株） 

普通株式  45,568,000

計  45,568,000

種類 
第３四半期会計期間末
現在発行数（株） 
（平成24年12月31日） 

提出日現在発行数 
（株） 

（平成25年２月14日） 

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名 

内容 

普通株式  10,568,000  10,568,000
㈱大阪証券取引所 

市場第二部 

完全議決権株式であり、

権利内容に何ら限定のな

い当社における標準とな

る株式 

単元株式数 100株 

計  10,568,000  10,568,000 － － 

（２）【新株予約権等の状況】

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

（４）【ライツプランの内容】

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日 
発行済株式総数
増減数（株） 

発行済株式総
数残高（株） 

資本金増減
額（千円） 

資本金残高 
（千円） 

資本準備金増
減額（千円） 

資本準備金残
高（千円） 

平成24年10月１日～

平成24年12月31日  
 －  10,568,000  －  1,088,000  －  805,188

（６）【大株主の状況】
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 当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから直前の基準日（平成24年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。 

  

①【発行済株式】 

   

②【自己株式等】  

  

前事業年度の有価証券報告書の提出後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。  

（７）【議決権の状況】

  平成24年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容 

無議決権株式 － － － 

議決権制限株式（自己株式等） － － － 

議決権制限株式（その他） － － － 

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式  2,169,000 － － 

完全議決権株式（その他） 普通株式  8,396,000  83,960

完全議決権株式であ

り、権利内容に何ら限

定のない当社における

標準となる株式 

単元株式数 100株 

単元未満株式 普通株式  3,000 － 同上 

発行済株式総数    10,568,000 － － 

総株主の議決権 －  83,960 － 

  平成24年12月31日現在

所有者の氏
名又は名称 

所有者の住所 
自己名義所有株
式数（株） 

他人名義所有株
式数（株） 

所有株式数の合
計（株） 

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％） 

株式会社ヤギ 
大阪市中央区久太郎町

二丁目２番８号 
 2,169,000  －  2,169,000  20.52

計 －  2,169,000  －  2,169,000  20.52

２【役員の状況】
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１．四半期連結財務諸表の作成方法について 

 当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。 

  

２．監査証明について 

 当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成24年10月１日から平

成24年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。 

第４【経理の状況】
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１【四半期連結財務諸表】 
（１）【四半期連結貸借対照表】 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成24年３月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成24年12月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,223,866 2,986,091

受取手形及び売掛金 ※2  30,132,771 ※2  34,385,709

有価証券 73,349 73,387

たな卸資産 6,368,566 6,497,701

繰延税金資産 630,587 557,911

その他 683,250 933,825

貸倒引当金 △131,079 △149,851

流動資産合計 40,981,313 45,284,776

固定資産   

有形固定資産 4,171,578 4,376,488

無形固定資産 25,414 13,573

投資その他の資産   

投資有価証券 4,493,768 4,695,271

その他 2,098,431 2,172,329

投資損失引当金 － △123,192

貸倒引当金 △300,222 △320,990

投資その他の資産合計 6,291,977 6,423,419

固定資産合計 10,488,970 10,813,481

資産合計 51,470,283 56,098,258

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 ※2  14,078,171 ※2  13,924,701

短期借入金 4,647,042 8,136,572

未払法人税等 797,829 514,757

引当金 817,027 548,021

その他 4,118,449 4,310,704

流動負債合計 24,458,520 27,434,756

固定負債   

繰延税金負債 341,310 423,122

退職給付引当金 688,907 734,013

その他の引当金 210,820 218,325

その他 1,531,931 1,520,522

固定負債合計 2,772,970 2,895,983

負債合計 27,231,491 30,330,740
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（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成24年３月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成24年12月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,088,000 1,088,000

資本剰余金 805,188 805,188

利益剰余金 23,284,249 24,555,331

自己株式 △1,628,705 △1,629,205

株主資本合計 23,548,732 24,819,315

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 655,343 799,035

繰延ヘッジ損益 101,876 216,217

為替換算調整勘定 △72,169 △72,009

その他の包括利益累計額合計 685,050 943,244

少数株主持分 5,009 4,957

純資産合計 24,238,792 25,767,517

負債純資産合計 51,470,283 56,098,258
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】 
【四半期連結損益計算書】 
【第３四半期連結累計期間】 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年12月31日) 

売上高 84,807,175 86,548,686

売上原価 73,133,550 75,085,603

売上総利益 11,673,624 11,463,082

販売費及び一般管理費 8,481,570 8,583,344

営業利益 3,192,054 2,879,738

営業外収益   

受取利息 14,694 12,889

受取配当金 125,825 121,535

為替差益 － 56,683

その他 38,813 31,720

営業外収益合計 179,333 222,828

営業外費用   

支払利息 34,952 31,375

売上割引 82,974 63,758

為替差損 259,564 －

その他 7,236 10,852

営業外費用合計 384,728 105,986

経常利益 2,986,659 2,996,580

特別損失   

投資有価証券評価損 － 43,890

投資損失引当金繰入額 － 123,192

貸倒引当金繰入額 － 40,630

関係会社出資金評価損 262,055 －

特別損失合計 262,055 207,712

税金等調整前四半期純利益 2,724,603 2,788,867

法人税等 1,203,034 1,139,835

少数株主損益調整前四半期純利益 1,521,569 1,649,031

少数株主利益又は少数株主損失（△） 256 △18

四半期純利益 1,521,312 1,649,050
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【四半期連結包括利益計算書】 
【第３四半期連結累計期間】 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年12月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 1,521,569 1,649,031

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △213,930 143,684

繰延ヘッジ損益 △74,477 114,340

為替換算調整勘定 △9,610 160

その他の包括利益合計 △298,018 258,186

四半期包括利益 1,223,550 1,907,217

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 1,223,291 1,907,244

少数株主に係る四半期包括利益 259 △26
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１．税金費用の計算 

 税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。 

 なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。 

  

１．偶発債務 

 非連結子会社及び関連会社の銀行借入及びＬ／Ｃ開設等に対する保証 

  

※２ 四半期連結会計期間末日満期手形 

 四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理は手形交換日をもって決済処理しております。従って、当第３

四半期連結会計期間末日は金融機関の休業日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が四半期連

結会計期間末残高に含まれております。  

  

 当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産にかかる償却費を含む。）は、次のとおりであります。 

  

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 平成23年４月１日 至 平成23年12月31日） 

配当金支払額 

  

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 平成24年４月１日 至 平成24年12月31日） 

配当金支払額 

  

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

  
前連結会計年度 

（平成24年３月31日） 
当第３四半期連結会計期間 
（平成24年12月31日） 

譜洛革時（上海）貿易有限公司 千円 510,878 千円 526,476

八木貿易（深圳）有限公司  157,800  191,638

保定八木化繊有限公司  46,025  41,670

ヤギ バングラデシュ ガーメンツ リミ

テッド 

 －  26,533

債務保証損失引当金  △154,230  △154,230

合計  560,472  632,088

  
前連結会計年度 

（平成24年３月31日） 
当第３四半期連結会計期間 
（平成24年12月31日） 

受取手形 千円 1,295,679 千円 1,203,539

支払手形  433,429  429,978

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

  
前第３四半期連結累計期間 
（自  平成23年４月１日 
至  平成23年12月31日） 

当第３四半期連結累計期間 
（自  平成24年４月１日 
至  平成24年12月31日） 

減価償却費 千円 233,402 千円 216,787

（株主資本等関係）

（決議） 株式の種類 
配当金の総額
（千円） 

１株当たり配
当額（円） 

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月29日 

定時株主総会 
普通株式  377,975  45 平成23年３月31日 平成23年６月30日  利益剰余金

（決議） 株式の種類 
配当金の総額
（千円） 

１株当たり配
当額（円） 

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月28日 

定時株主総会 
普通株式  377,967  45 平成24年３月31日 平成24年６月29日  利益剰余金
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【セグメント情報】 

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 平成23年４月１日 至 平成23年12月31日） 

 報告セグメントは単一であるため、記載を省略しております。 

   

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 平成24年４月１日 至 平成24年12月31日） 

 報告セグメントは単一であるため、記載を省略しております。 

   

 １株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

（注） 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式がないため記載しておりません。   

該当事項はありません。  

  

該当事項はありません。 

（セグメント情報等）

（１株当たり情報）

  
前第３四半期連結累計期間 
（自 平成23年４月１日 
至 平成23年12月31日） 

当第３四半期連結累計期間 
（自 平成24年４月１日 
至 平成24年12月31日） 

１株当たり四半期純利益金額 円 銭 181 12 円 銭 196 34

（算定上の基礎）     

四半期純利益金額（千円）  1,521,312  1,649,050

普通株主に帰属しない金額（千円）  －  －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円）  1,521,312  1,649,050

普通株式の期中平均株式数（千株）  8,399  8,399

（重要な後発事象）

２【その他】
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 該当事項はありません。 

第二部【提出会社の保証会社等の情報】
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 当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ヤギの

平成24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成24年10月１日から平成24年

12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビ

ューを行った。 

  

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任 

 経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。 

  

監査人の責任 

 当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。 

 四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。 

 当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。 

  

監査人の結論 

 当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ヤギ及び連結子会社の平成24年12月31日現在の財政状態及び

同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点

において認められなかった。 

  

利害関係 

 会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。 

以  上 

  

  

  独立監査人の四半期レビュー報告書   

平成25年２月14日

株式会社ヤギ 

取締役会 御中 

新日本有限責任監査法人 

  
指定有限責任社員 
業務執行社員 

  公認会計士 増田 豊   印 

  
指定有限責任社員 
業務執行社員 

  公認会計士 西野 尚弥  印 

 （注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。 

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。 



【表紙】

【提出書類】 確認書 

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の８第１項 

【提出先】 近畿財務局長 

【提出日】 平成25年２月14日 

【会社名】 株式会社ヤギ 

【英訳名】 YAGI & CO.,LTD. 

【代表者の役職氏名】 取締役社長  八木 秀夫 

【最高財務責任者の役職氏名】 該当事項はありません。 

【本店の所在の場所】 大阪市中央区久太郎町二丁目２番８号 

【縦覧に供する場所】 株式会社ヤギ 東京支店 

（東京都中央区日本橋小網町18番15号） 

株式会社大阪証券取引所 

（大阪市中央区北浜一丁目８番16号） 



 当社取締役社長八木秀夫は、当社の第101期第３四半期（自平成24年10月１日 至平成24年12月31日）の四半期報

告書の記載内容が金融商品取引法令に基づき適正に記載されていることを確認しました。 

  

 特記すべき事項はありません。 

  

１【四半期報告書の記載内容の適正性に関する事項】

２【特記事項】
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